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〈第74回〉下
か

肢
し

静
じょう

脈
みゃく

瘤
りゅう

とその治療

〈第15回〉��健康長寿のまちづくり推進事業

　　　�を応援します

うちなら局所麻酔でのレーザー治
療が可能であり、下

か
腿
たい
（ひざから

下の部分）に加える４㎜ほどの創
きず

の数が少なくなるからです。更に、
合併症を併発すると、手術後の回
復に時間を要します。
　当院では、2010 年 10 月～ 2019
年 6 月の間に、700 人以上にレー
ザー治療を行いました。その治療
法や注意点を市民公開セミナー
で、心臓や動脈の疾患も交えてお
話ししたいと思います。

■�問合せ／健康課健康企画担当☎ 24-8181

■�問合せ／市立病院総務課企画財務担当☎ 22-2450

芝生の整備にあたり、「ワンコイ
ンオーナー」を募るなど、芝生の
広場に関心をもってもらうような
工夫がなされています。天候に恵
まれた 5 月 1 日（水・祝）と５月 25
日㈯に、地域住民がともに汗を流
しながら和やかに楽しく作業を行
いました。芝張りのボランティア
の中には、「六郷が好きだから」と
いう若者も参加し、若者から高齢
者までみんなで取り組む「健康長
寿のまちづくり」の姿を見ること
ができました。今後、この芝生の
広場の草むしりやお祭りなど様々
なイベントをきっかけとして、交
流が育まれることによって、地域
住民の体と心の健康が増進される
ことが期待されます。

逆流して溜るためです。長年かけ
て少しずつこの静脈が太くなり曲
がってきます。進行すると足が重
い、だるい、疲れやすい、浮

む
腫
く
む、

夜に足が攣
つ
る、痛い、痒

かゆ
いなどの

症状が出現します。放置すると炎
症や出血、静脈血

けっ
栓
せん
、皮膚潰

かい
瘍
よう
（皮

膚などの傷が進行することで起こ
る組織の欠損）などを合併します。
何らかの症状を認めたら、合併症
を起こす前に早期に手術を行った
方が良いです。その理由は、軽い

　足に血管が浮き出てボコボコし
ている、若しくは血管が青く太く
なって曲がっている人は下肢静脈
瘤の可能性があります。軽傷のも
のも含めると 50 歳以上では 60%
の人が罹

り
患
かん
しています。

　原因は、出産や加齢、立ち仕事、
遺伝などで、皮膚の下を走る直径
３㎜ほどの細い静脈についている
弁が壊れて、血液が足の下の方に

　地区コミュニティセンターを中
心として実施する健康長寿のまち
づくり推進事業について、補助金
による支援を行っています。今回
は、六郷地区の「健康長寿コミセ
ンモデル事業」の取り組みをご紹
介します。
●�六郷地区コミュニティセンター

　『老若男女憩いの場整備』

　コミセン隣の空き地を地域住民
が集えるよう芝生の広場として整
備し、より多くの地域住民にコミ
センに足を運んでもらい世代間
の交流を図ろうとするものです。　

〈今月のドクター〉

副院長�兼

心臓血管外科長

�佐藤洋一�医師

〈市民公開セミナーを開催します〉

■日時／７月 27 日㈯ 開場９時 30 分・開演 10 時
■場所／すこやかセンター　■参加費／無料（申込不要）
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